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福島第一原子力発電所の廃止措置に向け、炉内状況やデブリ分散状況等を解析によって把握す

る国のプロジェクトが進められている。このプロジェクトの一環として、SAMPSON コードに現

実に即したモデルを追加して福島第一原子力発電所の事故進展解析を実施している。 

SAMPSON コードは事象に応じた複数のモジュールから構成されており、モジュールを連係さ

せて通常運転時から格納容器破損に至る一連の現象を解析することが可能である[1]。経験式やチ

ューニングパラメータ等を極力排除し、物理現象を精緻に記述した機構論的(Mechanistic)モデル及

び理論式を採用している。空間的に分布が生じる現象、例えば炉心における溶融進展、格納容器

床上デブリ拡がりについて多次元解析が可能である。コードは、OECD/NEA のベンチマークプロ

ジェクトへの参画を主体とした実験解析により検証している。 

本報告では、まず、福島第一原子力発電所の事故進展解析で用いている SAMPSON モデルの概

要と主要な解析結果について説明する[2-4]。福島原発の事故事象進展解析のために組み込んだモ

デルは、(1)炉心部における炉内計装管案内管の損傷モデル、(2)逃し安全弁ガスケットの劣化によ

る漏洩モデル、(3)注水機器(RCIC)の二相流条件下における部分負荷運転モデル、等である 

次に、他の解析コードによる結果も参照しながら不確かさの存在する現象を紹介し、不確かさ

を減少するために実施してきたあるいは取組みつつある解析モデル改良や実験などを紹介する。

不確かさの存在する現象としては、(a)炉心から下部プレナムへのデブリの移行現象、(b)デブリに

よる圧力容器底部の破損現象、(c)格納容器床上におけるデブリの拡がり現象、コンクリートの侵

食現象、などがある。 

最後に、事故現場でどのような測定データが取得できれば、どのようにモデル改良に反映でき

るかについて考察する。 

なお、本研究は経済産業省「平成 25 年度発電用原子炉等廃炉・安全技術基盤整備事業」の一部

として実施した。 
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